


            

 
 
 
 
 
 
 

行
政
報
告
の
あ
っ
た
、
大
樹
町

南
十
勝
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

の
施
設
整
備
、
即
ち
資
産
形
成
に

本
町
が
負
担
金
を
支
出
す
る
こ
と

は
地
方
自
治
法
な
ど
に
抵
触
し
な

い
か
。

同
法
第
２
４
４
条
の
３
で
、
公

の
施
設
の
区
域
外
設
置
及
び
他
団

体
の
施
設
の
利
用
を
定
め
て
お
り
、

同
３
項
で

｢

そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
の

議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い｣

と
規
定
し
て
い
る
。
法
令
を
遵
守

の
う
え
速
や
か
に
善
処
す
べ
き
で

は
。

 
 
 
 
 

南
十
勝
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
に
係
る
大
樹
町
の
設
置
条
例

は
、
利
用
者
を
限
定
し
て
い
な
い

こ
と
、
ま
た
関
係
町
村
間
の
協
議

が
無
く
て
も
利
用
可
能
と
の
地
方

自
治
法
の
運
用
解
釈
が
あ
り
、
こ

れ
ま
で
、
セ
ン
タ
ー
利
用
に
つ
い

て
関
係
町
村
議
会
で
の
議
決
は
得

て
い
な
い
。

し
か
し
、
今
後
も
当
該
セ
ン
タ
ー

を
共
同
で
運
営
、
利
用
し
て
い
く

こ
と
か
ら
も
、
南
十
勝
関
係
町
村

と
指
摘
の
点
に
つ
い
て
、
協
議
し

た
い
。

 
 
 
 
 
 
 

｢

教
育
力
向
上
推
進
の
町｣

を

掲
げ
る
本
町
の
教
育
行
政
に
つ
い

て
、
そ
の
具
体
的
な
取
組
と
、
今

後
の
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
行
政
を
執
行
す
る
上
で
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
助
成
制

度
は
あ
る
が
、
文
化
振
興
に
つ
い

て
は
制
度
が
な
い
な
ど
、
今
後
ど

の
よ
う
な
体
制
と
す
る
の
か
。

ま
た
、
町
立
小
中
学
校
の
教
員

配
置
に
つ
い
て
も
偏
り
が
み
ら
れ

る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に

｢

教
育

力
向
上｣

を
推
進
し
て
い
く
の
か
。

 
 
 
 
 
 

子
供
た
ち
は
確
か
な
学
力
と
豊

か
な
心
、
健
や
か
で
た
く
ま
し
い

体
に
育
て
る
こ
と
が
大
切
と
考
え

て
い
る
。
家
庭
、
学
校
、
地
域
の

連
携
で
、
20
年
度
に
教
育
力
向
上

推
進
協
議
会
を
設
置
し
た
。

家
庭
学
習
の
定
着
や
規
則
正
し

い
生
活
な
ど
の
指
導
を
行
っ
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
小
中
学
校
の
連

携
は
じ
め
、
教
員
の
指
導
力
、
子

供
た
ち
の
学
習
意
欲
の
向
上
を
図

り
た
い
。

こ
れ
ま
で
も
文
化
芸
術
面
を
支

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

                   

             



            

 
 
 
 
 
 
 

今
年
２
月
の
チ
リ
地
震
で
発
生

し
た
津
波
警
報
に
伴
い
、
帯
広
開

発
建
設
部
は
、
国
道
３
３
６
号
の

広
尾
橋
付
近
で
通
行
止
め
な
ど
の

規
制
を
行
っ
た
。

今
後
も
、
こ
う
し
た
状
況
が
発

生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

 

そ
の
後
、
開
発
建
設
部
と
対
応

に
つ
い
て
の
協
議
は
。

 

地
域
住
民
の
安
心
安
全
に
対
す

る
要
望
や
対
策
は
。

 

広
尾
川
上
流
に
新
た
な
橋
梁
建

設
な
ど
、
道
に
対
し
要
望
で
き

な
い
か
。

 
 
 
 
 

開
発
建
設
部
で
は
、
国
道
に
設

置
の
情
報
伝
達
盤
や
天
馬
街
道
へ

の
迂
回
誘
導
な
ど
を
徹
底
し
理
解

を
得
た
い
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
津
波
が
予
測
さ
れ
る
地

域
へ
の
進
入
制
限
な
ど
を
示
し
た

津
波
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
、

こ
れ
に
基
づ
く
対
応
を
協
議
し

た
。安

全
に
通
行
す
る
体
制
は
も
ち

ろ
ん
だ
が
、
住
民
生
活
も
あ
り
、

状
況
に
応
じ
た
対
応
を
す
る
よ
う

協
議
を
進
め
て
い
る
。

津
波
に
よ
っ
て
は
、
橋
も
冠
水

す
る
こ
と
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
対

策
が
い
い
の
か
道
と
協
議
し
た

い
。

 
 
 
 
 
 

昭
和
20
年
８
月
に
、
広
島
、
長

崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
、
多
く
の

尊
い
命
が
奪
わ
れ
た
。
世
界
唯
一

の
被
爆
国
と
し
て
、
こ
れ
ら
を
風

化
さ
せ
な
い
た
め

｢

核
廃
絶
・
平

和
の
町
宣
言｣

の
垂
れ
幕
掲
示
に

加
え
、
他
の
市
町
村
が
実
施
し
て

い
る
平
和
パ
ネ
ル
展
や
、
戦
争
体

験
、
被
爆
体
験
の
講
演
な
ど
、
平

和
に
関
す
る
事
業
を
行
う
べ
き
で

は
。

 

援
し
て
き
た
が
、
今
後
も
文
化
振

興
に
努
め
、
制
度
創
設
に
向
け
協

議
し
た
い
。

中
学
校
の
一
部
教
科
で
免
許
外

教
員
の
配
置
と
な
っ
て
い
る
。
道

教
委
と
十
分
調
整
を
図
り
適
正
な

人
事
配
置
に
努
め
た
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

家
庭
用
電
動
生
ご
み
処
理
機
購

入
助
成
制
度
の
あ
る
自
治
体
は
、

平
成
22
年
３
月
現
在
、
全
国
で
１

１
３
３
市
町
村
、
管
内
で
も
帯
広

市
と
幕
別
町
で
は
１
台
２
万
円
の

助
成
制
度
が
あ
り
、
生
ご
み
の
減

量
化
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

生
ご
み
が
多
い
と
燃
焼
効
率
が

悪
く
、
紙
類
や
補
助
バ
ー
ナ
ー
等

で
補
完
し
て
い
る
の
が
実
態
で
あ

る
。本

町
も
、
生
ご
み
処
理
機
の
購

入
に
助
成
し
、
普
及
促
進
を
図
る

べ
き
と
思
う
が
。

 
 
 
 
 

町
内
の
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
燃

や
せ
る
ご
み
の
内
、
約
半
分
は
生

ご
み
で
、
そ
の
８
割
以
上
は
水
分

で
あ
る
。
生
ご
み
を
減
ら
す
取
組

は
、
燃
や
せ
る
ご
み
総
体
を
減
ら

す
と
と
も
に
、
処
理
場
で
の
燃
焼

効
率
を
高
め
る
た
め
に
も
重
要
で

あ
る
。

生
ご
み
処
理
機
も
効
果
的
で
あ

る
が
、
各
家
庭
で
生
ご
み
を
出
す

際
に
、
水
分
を
出
来
る
だ
け
取
り

除
く
な
ど
の
方
法
も
あ
る
の
で
、

町
民
の
協
力
を
求
め
、
減
量
と
処

理
経
費
の
削
減
に
努
め
た
い
。

 

               

             



            

 
 
 
 
 

世
界
平
和
は
、
す
べ
て
の
人
々

の
願
い
で
あ
り
、
戦
争
は
、
二
度

と
繰
り
返
し
て
は
い
け
な
い
。
後

世
に
平
和
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い

く
た
め
に
も
、
平
和
パ
ネ
ル
展
の

開
催
な
ど
を
検
討
す
る
。

ま
た
、
昨
年
発
見
の
ト
ー
チ
カ

も
、
一
般
公
開
に
向
け
見
学
路
の

整
備
な
ど
を
進
め
て
い
る
。
戦
争

の
つ
め
跡
や
遺
産
を
通
し
て
命
の

尊
さ
や
平
和
の
大
切
さ
と
、
核
兵

器
廃
絶
の
住
民
意
識
を
喚
起
し
、

国
際
平
和
の
実
現
に
寄
与
し
た
活

動
に
つ
な
げ
た
い
。

 
 
 
 
 
 
 

今
年
度
か
ら
の
保
険
料
引
き
上

げ
で
、
全
国
12
位
か
ら
８
位
に
、

ま
た
所
得
割
は
全
国
最
高
と
な
り
、

高
齢
者
の
く
ら
し
と
健
康
を
脅
か

し
て
い
る
。
所
得
が
下
が
る
中
で

は
保
険
料
は
引
き
下
げ
る
べ
き
。

広
域
連
合
に
働
き
か
け
て
は
ど
う

か
。健

診
受
診
率
は
、
全
国
平
均
24

％
、
道
平
均
は
９
・
98
％
な
の
に

本
町
は
２
・
41
％
と
低
い
。

更
別
村
は
39
・
29
％
、
音
更
町

は
20
・
10
％
で
本
町
は
管
内
で
低

い
方
か
ら
４
番
目
。
予
防
医
療
こ

そ
重
要
と
思
う
が
。

 
 
 
 
 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
２

年
ご
と
に
保
険
料
が
見
直
さ
れ
る
。

改
定
に
、
市
町
村
や
広
域
連
合
か

ら
も
被
保
険
者
の
負
担
増
を
最
小

 
 
 
 
 
 
 

本
町
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
一

か
所
は
床
面
積
が
２
７
５
平
方
メ
ー

ト
ル
未
満
の
た
め
、
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
の
設
置
義
務
が
な
く
、
未
設

置
で
あ
る
。
国
に
助
成
を
求
め
、

町
も
助
成
す
る
な
ど
安
全
対
策
を

図
る
べ
き
で
な
い
か
。

特
養
、
老
人
ホ
ー
ム
と
も
に
待

機
者
が
増
え
て
い
る
。
国
と
道
は
、

施
設
を
つ
く
ら
せ
な
い
指
導
を
し

て
い
る
が
撤
廃
を
求
め
る
べ
き
。

生
活
支
援
ハ
ウ
ス
の
新
設
、
増
築

を
考
え
る
べ
き
で
な
い
か
。

要
介
護
認
定
方
法
の
見
直
し
を

求
め
る
べ
き
で
な
い
か
。

 
 
 
 
 

本
町
に
は
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
が
あ
り
、
と
も
に
消
防
法
の
基

準
を
満
た
し
て
い
る
。

国
は
、
２
７
５
平
方
メ
ー
ト
ル

未
満
も
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
置

に
補
助
す
る
方
針
を
決
め
た
。
町

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

限
に
抑
え
る
よ
う
、
国
、
道
に
要

望
し
て
い
る
。

財
政
安
定
化
基
金
の
20
億
円
の

積
み
上
げ
や
、
剰
余
金
に
よ
り
、

保
険
料
引
き
上
げ
を
最
小
限
に
で

き
た
。

25
年
度
の
制
度
改
正
に
向
け
地

方
か
ら
も
声
を
上
げ
て
い
き
た
い
。

生
活
習
慣
病
に
よ
る
医
療
受
診

率
が
70
％
を
超
え
て
い
る
現
状
に

あ
り
、
あ
え
て
健
診
を
受
け
な
く

て
も
と
い
う
考
え
が
低
い
受
診
率

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

予
防
医
療
と
し
て
、
町
内
の
医

療
機
関
の
協
力
で
、
通
常
の
受
診

時
に
健
康
診
査
項
目
を
取
り
入
れ
、

受
診
率
の
向
上
に
努
め
た
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                    

             

             



            

 
 

 

 

 

 
 
 
 

一
刻
を
争
う
高
度
救
急
医
療
が

必
要
な
場
合
で
も
帯
広
へ
は
車
で

１
時
間
以
上
も
か
か
る
。
時
間
と

の
勝
負
と
言
わ
れ
る
脳
梗
塞
、
心

疾
患
な
ど
少
し
で
も
早
く
治
療
が

開
始
で
き
る
か
が
生
死
の
境
目
と

な
る
。
こ
の
た
め
集
中
治
療
室
と

同
等
の
医
療
機
器
を
装
備
し
医
師

や
看
護
師
が
乗
り
込
み
現
場
に
向

う
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
配
備
が
急
速

に
広
が
っ
て
い
る
。
道
内
で
は
３

機
配
備
さ
れ
て
い
る
が
、
十
勝
は

い
ま
だ
に
空
白
地
帯
。
町
村
会
を

通
じ
国
、
道
へ
の
要
請
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

 
 
 
 
 

道
で
は
、
平
成
17
年
か
ら
道
央

圏
、
21
年
か
ら
は
道
北
圏
と
釧
路

を
拠
点
と
す
る
道
東
圏
で
、
３
機

の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
配
備
さ
れ
て

い
る
が
、
道
南
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
、

十
勝
と
日
高
の
一
部
地
域
が
空
白

と
な
っ
て
い
る
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
運
航
費
用

 
 

 

 

 

 
 
 
 

本
年
４
月
に
宮
崎
県
で
発
生
し

た
口
蹄
疫
は
、
10
年
前
に
も
同
県

で
発
生
し
、
そ
の
後
、
本
別
町
で

も
発
生
し
た
が
、
拡
大
の
封
じ
込

め
に
成
功
し
た
。

今
回
の
口
蹄
疫
は
、
数
段
と
感

染
力
が
強
く
一
向
に
終
息
の
気
配

が
見
え
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。

 

口
蹄
疫
に
対
す
る
町
の
認
識
と

対
応
は
。

 

町
内
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
の
対

応
は
。

 

イ
ベ
ン
ト
中
止
等
の
判
断
基
準

と
関
係
機
関
、
団
体
と
の
調
整

指
導
は
。

 
 
 
 
 

町
と
し
て
も
、
予
防
対
策
や
情

報
収
集
に
努
め
て
い
る
。

各
農
家
で
は
、
石
灰
の
散
布
や

出
入
り
す
る
車
両
等
の
消
毒
を
徹

底
し
て
い
る
。
公
共
施
設
で
も
、

玄
関
に
消
毒
マ
ッ
ト
を
設
置
、
十

勝
港
の
各
社
で
も
消
毒
マ
ッ
ト
を

設
置
し
て
い
る
。

管
内
で
も
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が

中
止
と
な
っ
て
お
り
、
本
町
も
イ

ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
る
が
、
口

蹄
疫
の
状
況
を
注
意
深
く
見
極
め

た
い
。

花
火
大
会
の
開
催
判
断
は
、
７

月
上
旬
と
し
て
い
る
。
実
施
と
な

れ
ば
万
全
を
期
し
た
防
疫
体
制
と

し
た
い
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

も
、
事
業
者
と
協
議
し
た
い
。

介
護
施
設
待
機
者
の
解
消
は
、

国
の
基
準
緩
和
及
び
介
護
保
険
料

の
公
費
負
担
割
合
の
見
直
し
が
必

要
な
た
め
、
社
会
保
障
の
充
実
を

国
に
求
め
た
い
。

生
活
支
援
ハ
ウ
ス
は
、
早
期
の

入
所
希
望
で
は
な
い
こ
と
か
ら
新

増
設
は
考
え
て
い
な
い
。

要
介
護
認
定
方
法
は
、
昨
年
一

部
改
善
さ
れ
た
が
、
必
要
な
介
護

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
国
、
道
に

要
望
し
た
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

や
医
師
の
確
保
な
ど
の
課
題
が
あ

る
が
、
町
民
の
命
を
守
る
た
め
、

引
き
続
き
町
村
会
を
通
じ
、
国
、

道
に
要
望
し
て
い
る
。

ま
た
、
悪
天
候
時
や
夜
間
な
ど

ヘ
リ
が
運
航
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
、
帯
広
広
尾
自
動
車
道
の
早
期

完
成
を
要
望
す
る
。

             

             



            

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
現
時
点
で
は
、
南
十
勝
５
町
村

で
の
広
域
体
制
で
運
営
す
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
企
業
等
が
排
出
す
る
温
室
効
果

ガ
ス
の
う
ち
削
減
困
難
な
排
出

分
を
認
証
さ
れ
た
植
林
や
間
伐

事
業
に
投
資
し
て
相
殺
す
る
仕

組
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

Ａ
森
林
法
に
基
づ
く
計
画
対
象
の

民
有
林
を
含
む
森
林
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

Ａ
一
部
事
業
を
森
林
組
合
に
委
託

し
、
現
体
制
で
対
応
す
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

Ａ
大
丸
山
森
林
公
園
に
高
さ
15
メ
ー

ト
ル
の
ポ
ー
ル
と
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
装
飾
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

Ａ
当
初
の
１
隻
分
か
ら
、
飼
料
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
稼
働
に
伴
う
２
隻

体
制
と
な
る
た
め
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
他
港
か
ら
回
航
し
業
務
に
当
る

と
と
も
に
、
船
舶
火
災
に
も
対

応
で
き
る
契
約
内
容
と
す
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

Ａ
飼
料
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
試
験
稼

働
に
伴
う
大
型
船
舶
４
隻
分
を

見
込
ん
で
い
る
。

 

 
 

 
 

       

     

 

 

 

  

 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

             

       

           

                     

                  

                    

                      

                     

                    

                        

      

                   

                    

                

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

                        

             

      

       

       

             

     

          

           

             



            

 
 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
２

１
０
万
５
０
０
０
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

１
０
１
億
４
８
８
９
万
円
と
す
る

補
正
予
算
を
原
案
の
と
お
り
可
決
。

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

護
衛
艦

｢

ひ
ゅ
う
が｣

は
、
航

空
母
艦
の
構
造
を
持
つ
戦
闘
を
想

定
し
た
艦
艇
で
あ
る
。

憲
法
は
、
武
力
行
使
や
武
力
に

よ
る
威
か
く
を
禁
じ
て
い
る
。
護

衛
艦
の
十
勝
港
入
港
を
歓
迎
す
る

費
用
と
し
て
、
負
担
金
を
支
出
す

る
こ
と
に
反
対
す
る
。

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

十
勝
港
に
入
港
す
る
護
衛
艦
は
、

自
衛
官
募
集
の
広
報
活
動
で
あ
り
、

こ
れ
は
市
町
村
が
行
う
と
さ
れ
て

い
る
自
衛
官
募
集
事
務
の
範
囲
で

あ
る
。

ま
た
、
故
障
し
た
葬
祭
場
霊
台

車
や
十
勝
港
ま
つ
り
に
お
け
る
口

蹄
疫
対
策
の
経
費
が
計
上
さ
れ
て

お
り
、
必
要
な
補
正
予
算
で
あ
る
。

 

 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

町
議
会
は
、
議
決
権
、
調
査

権
、
監
査
請
求
権
な
ど
多
く
の

権
限
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
権
限
に
基
づ
き
町
議
会
は

次
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。

 
 
 

町
議
会
の
最
も
基
本

的
な
仕
事
で
す
。
条
例
や
予
算

等
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
審
議
・

調
査
・
決
定
を
し
ま
す
。

 
 
 

議
長
、
副
議
長
を
初

め
選
挙
管
理
委
員
な
ど
の
選
挙

を
し
ま
す
。

 
 
 

副
町
長
、
監
査
委
員

な
ど
を
町
長
が
選
任
す
る
場
合

に
は
、
議
会
の
同
意
が
必
要
で

す
。

 
 
 
 
 
 
 
 

町
の
事

務
等
に
つ
い
て
検
査
を
し
た
り
、

監
査
委
員
に
監
査
の
請
求
が
で

き
ま
す
。

 
 
 

町
の
事
務
な
ど
に
つ

い
て
調
査
で
き
、
必
要
に
応
じ

て
出
頭
や
証
言
、
記
録
の
提
出

を
請
求
し
ま
す
。

 
 
 
 
 
 
 

町
の
公
益

に
か
か
わ
る
事
柄
に
つ
い
て
、

国
や
道
な
ど
の
関
係
行
政
機
関

に
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。

 
 

                

             



            

 

  
  
  
  

去
る
７
月
11
日
に
投
開
票
さ

れ
た
第
22
回
参
議
院
議
員
選
挙

は
、
国
民
の
関
心
が
高
ま
る
中

で
行
わ
れ
た
が
、
投
票
率
は
57
・

９
％
と
前
回
と
比
べ
て
0.7
ポ
イ

ン
ト
下
回
っ
た
。
公
示
後
の
世

論
調
査
で
は

｢

必
ず
行
く｣

、

｢

行
く
つ
も
り｣

合
わ
せ
て
89

％
と
比
べ
、
３
割
近
い
開
き
が

あ
っ
た
。

本
町
の
投
票
率
は
と
い
う
と
、

62
・
６
％
で
前
回
と
比
較
し
て

２
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
た
。
投
票

日
当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
町

内
で
の
諸
行
事
や
昆
布
の
磯
抜

き
な
ど
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
要

因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
が
、

期
日
前
投
票
制
度
の
活
用
を
図

る
こ
と
も
大
切
で
は
と
感
じ
た
。

さ
て
、
６
月
の
定
例
町
議
会

は
、
15
日
か
ら
４
日
間
開
催
さ

れ
た
が
、
傍
聴
者
が
１
人
も
い

な
か
っ
た
。
こ
の
10
年
間
で
皆

無
だ
っ
た
こ
と
は
無
い
と
思
わ

れ
る
。
住
民
参
画
や
議
会
の
活

性
化
に
つ
い
て
議
論
を
し
て
い

る
最
中
で
あ
る
が
、
魅
力
あ
る

議
会
に
さ
ら
な
る
精
進
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
思
う
と

こ
ろ
で
あ
る
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長

前
崎

茂

                                  

                                  

 
 
 
 

11
日

第
５
回
議
会
運
営
委
員
会

15
日

第
２
回
町
議
会
定
例
会

(

〜
18
日)

 
 
 
 

１
日

北
海
道
町
村
議
会
議
員

研
修
会

(

〜
２
日
・
札
幌

市)

７
日

殉
公
者
追
悼
式

９
日

第
３
回
議
員
協
議
会

15
日

第
３
回
町
議
会
臨
時
会

28
日

総
務
常
任
委
員
会

地
域
政
策
懇
談
会

(

更
別

村)

 
 
 
 

２
日

十
勝
圏
複
合
事
務
組
合
議

会
臨
時
会

(

帯
広
市)

十
勝
環
境
複
合
事
務
組
合

議
会
臨
時
会

(

帯
広
市)

６
日

無
縁
仏
供
養
祭

14
日

町
民
仮
装
盆
踊
大
会

18
日

産
業
常
任
委
員
会

19
日

議
会
広
報
研
修
会

(

〜
20

日
・
札
幌
市)

20
日

さ
け
ま
す
神
社
秋
季
祭
典

24
日

南
十
勝
複
合
事
務
組
合
議

会
定
例
会

(

大
樹
町)

26
日

第
４
回
議
員
協
議
会

          

                              

                    

                       

            

                     

    

                        

                     

                        

                     

    

                

            

                             

                      

                            

                           

              

                               

                               

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

             


